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周
作
人
の
「
久
米
仙
人
」
翻
訳
に
関
す
る
一
考
察

　
1
〈
趣
味
〉
、
〈
人
情
〉
と
く
重
訳
〉
を
め
ぐ
っ
て
一

は
じ
め
に

売

　
周
作
人
は
、
兄
の
魯
迅
と
土
ハ
に
、
近
代
中
国
に
お
け
る
最
も
有
名
な
文
筆

家
と
し
て
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
彼
は
翻

訳
か
ら
文
学
の
道
を
歩
み
（
注
－
）
、
し
か
も
翻
訳
活
動
を
思
想
革
命
と
言
語

革
命
に
不
可
欠
な
一
環
と
し
て
積
極
的
に
実
践
し
た
。
近
年
、
十
巻
の
『
苦

雨
事
訳
叢
』
（
注
2
）
（
止
庵
校
訂
、
中
国
対
外
翻
訳
出
版
公
司
、
一
九
九
九

～
二
〇
〇
五
年
）
、
『
周
作
人
散
文
全
集
』
（
鐘
叔
河
編
、
広
西
師
範
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
）
の
刊
行
に
よ
り
、
周
作
人
の
文
章
が
容
易
に
読
め
る
よ

ゾ
つ
に
な
り
、
周
作
人
の
翻
訳
に
関
す
る
研
究
も
、
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

き
た
。
既
存
の
研
究
は
、
彼
の
翻
訳
思
想
並
び
に
創
作
と
外
国
文
学
と
の
受

容
関
係
な
ど
に
力
点
の
置
か
れ
た
論
考
が
主
軸
で
あ
る
（
注
3
）
。
一
連
の
日

本
文
学
の
翻
訳
活
動
が
、
彼
の
文
筆
家
と
し
て
の
成
長
に
巨
大
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
周
作
人
が
多
数
の
作
家
の
作
品
を
翻

訳
し
た
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
対
す
る
翻
訳
の
方
針
や
動
機
等
に
関
し

て
は
、
未
だ
充
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
周
作
人
と
武
者
小
路

実
篤
が
「
新
し
き
村
」
の
運
動
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
、
周
作
人

研
究
者
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
注
4
）
だ
が
、
多
く
の
も
の
は
、

二
人
の
交
友
関
係
や
、
白
樺
派
と
の
受
容
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
翻

訳
と
い
う
視
点
か
ら
の
文
学
史
的
な
記
述
が
あ
る
ば
か
り
で
（
注
5
）
、
翻
訳

の
内
面
ま
で
踏
み
込
ん
だ
論
考
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

　
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
周
作
人
の
翻
訳
の
活
躍
を
象
徴
す
る
出
来
事
と

し
て
は
、
兄
の
魯
迅
と
土
ハ
訳
し
た
『
現
代
日
本
小
説
集
』
（
一
九
二
三
年
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
周
作
人
は
武
者
小
路
実
篤
の
短
篇
「
久
米
仙
人
」
を
同
名
で

中
国
語
に
訳
し
、
武
者
小
路
の
も
う
一
つ
の
「
第
二
の
母
」
の
訳
文
と
土
ハ
に
、

『
現
代
日
本
小
説
集
』
に
収
め
た
。
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
「
久
米
仙
人
」

が
周
作
人
に
翻
訳
さ
れ
る
前
に
、
脇
盾
（
注
6
）
と
い
う
作
家
に
訳
さ
れ
、
当

時
中
国
に
お
け
る
思
想
や
文
学
の
最
前
線
で
あ
る
『
東
方
雑
誌
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
作
人
は
韓
玉
の
訳
を
意
識
し
な
が
ら
、

自
ら
も
「
久
米
仙
人
」
を
訳
し
、
『
批
難
副
刊
』
に
発
表
し
た
後
『
現
代
日
本

小
説
集
』
に
も
収
録
し
た
。
既
存
の
前
訳
が
あ
り
、
し
か
も
雑
誌
に
掲
載
後

に
翻
訳
集
に
再
び
収
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
「
久
米
仙
人
」
は
周
作
人

に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
稿
で
は
、
周
作
人
が
武
者
小
路
実
篤
の
「
久
米
仙
人
」
を
翻
訳
し
た
こ

と
に
注
目
し
、
そ
の
経
緯
と
翻
訳
動
機
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
周
作
人
が
翻

訳
の
時
に
参
照
し
た
鰹
玉
訳
の
「
久
米
仙
人
」
と
の
比
較
を
行
い
、
周
作
人

が
こ
の
作
品
を
翻
訳
す
る
意
図
と
重
訳
に
対
す
る
考
え
が
、
彼
の
翻
訳
実
践

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

武
者
小
路
作
品
の
翻
訳
者
と
し
て
の
周
作
人

　
周
作
人
は
一
九
二
二
年
四
月
二
十
七
日
に
「
久
米
仙
人
」
の
翻
訳
を
完
成

し
て
間
も
な
く
、
五
月
三
日
に
『
回
報
旧
刊
』
に
発
表
し
た
。
翻
訳
の
経
緯

に
つ
い
て
、
「
訳
者
付
記
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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這
篇
小
説
，
当
初
在
日
本
的
雑
誌
上
州
表
的
時
候
，
曾
経
有
人
繹
過
，

　
　
生
子
東
方
雑
誌
上
。
現
在
擦
「
燃
焼
的
林
」
（
一
九
一
＝
年
）
（
注
7
）

　
裏
著
者
編
定
本
差
出
。

　
　
　
（
拙
訳
　
こ
の
小
説
は
、
日
本
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
当
時
、
か
つ

　
　
て
あ
る
人
に
訳
さ
れ
、
『
東
方
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
い
ま
、
『
燃
ゆ

　
　
る
林
』
（
一
九
二
一
年
）
に
あ
る
著
者
の
定
本
に
よ
っ
て
訳
し
た
。
）

一
九
二
三
年
六
月
出
版
の
『
現
代
日
本
小
説
集
』
に
収
め
た
際
に
、
周
作
人

は
「
付
録
」
の
中
で
も
、
「
久
米
仙
人
（
密
封
Φ
の
⑪
弓
旨
）
見
燃
焼
出
訴
（
一
九

二
二
）
中
」
と
い
う
説
明
を
付
け
て
い
た
。
以
上
の
二
つ
の
説
明
に
よ
り
、

周
作
人
は
一
九
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た
武
者
小
路
実
篤
の
短
篇
集
『
燃
ゆ
る

林
』
を
底
本
に
し
て
、
そ
れ
に
収
録
さ
れ
た
短
篇
作
品
群
か
ら
「
久
米
仙
人
」

を
選
び
訳
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
、
『
燃
ゆ
る
林
』
の
実
体
、

ま
た
周
作
人
の
武
者
小
路
実
篤
作
品
の
翻
訳
状
況
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
初
刊
本
『
燃
ゆ
る
林
』
は
大
正
十
一
年
三
月
十
五
日
、
新
し
き
村
出
版
部

で
あ
る
下
野
社
に
よ
り
出
版
さ
れ
、
四
六
判
、
二
一
四
頁
、
岸
田
時
貸
装
績

で
あ
る
。
中
に
は
、
「
友
の
話
」
、
「
久
米
仙
人
」
、
二
日
の
素
蓋
鳴
尊
」
、
「
ユ

ダ
の
弁
解
」
、
「
ヨ
ハ
ネ
、
ユ
ダ
の
弁
解
を
聞
い
て
」
、
「
あ
る
夫
婦
」
、
「
あ
る

日
の
手
紙
」
、
「
小
品
六
つ
」
、
「
張
男
の
最
後
の
日
」
と
い
う
九
篇
の
短
編
小

説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
単
行
本
『
燃
ゆ
る
林
』
に
収
録
さ
れ
た
「
久
米
仙

人
」
の
最
後
に
は
「
二
〇
・
＝
・
一
七
」
と
い
う
数
字
が
あ
り
、
周
作
人

は
そ
れ
を
作
成
時
期
と
し
て
「
一
九
二
〇
年
十
一
月
十
七
日
原
作
」
と
訳
し

て
い
る
。
実
は
、
「
久
米
仙
人
」
は
『
燃
ゆ
る
林
』
に
収
録
さ
れ
る
前
に
、
大

正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
　
一
月
一
日
に
雑
誌
『
太
陽
』
の
第
二
十
七
巻
第
一

号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
ほ
か
の
作
品
も
同
じ
よ
う
に
公
開

発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
自
の
初
出
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

作
品
名

・
「
小
品
六
つ
」

初
出
（
巻
・
号
・
年
）

（「

�
ﾂ
小
品
」
『
白
樺
』
1
1
・
1
・
大
正
9
）

（「

ｬ
品
四
つ
」
『
白
樺
』
1
1
・
2
・
大
正
9
）

・
「
友
の
話
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
解
放
』

・
「
久
米
仙
人
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
太
陽
』

・
二
日
の
素
蓋
黒
質
」
　
　
　
　
　
　
（
『
改
造
』

・
「
ユ
ダ
の
弁
解
」
　
　
　
　
（
『
生
長
す
る
星
の
群
』

・
「
ヨ
ハ
ネ
、
ユ
ダ
の
辮
解
を
聞
い
て
」

・
「
あ
る
夫
婦
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
太
陽
』

・
「
あ
る
日
の
手
紙
」

・
「
張
男
の
最
後
の
日
」
　
　
（
『
生
長
す
る
星
の
群
』

3
・
1
・
大
正
1
0
）

27

E
1
・
大
正
1
0
）

3
・
1
・
大
正
1
0
）

1
・
1
・
大
正
1
0
）

（
同
「
ユ
ダ
の
弁
解
」
）

27

E
1
1
・
大
正
1
0
）

（『

V
小
説
』
2
6
・
9
・
大
正
1
0
）

　
　
　
　
　
2
・
2
・
大
正
1
1
）

　
『
燃
ゆ
る
林
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
の
中
で
、
「
久
米
仙
人
」
の
ほ
か
、
「
あ

る
夫
婦
」
も
周
作
人
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
。
実
は
、
「
あ
る
夫
婦
」
も
『
燃

ゆ
る
林
』
に
収
録
さ
れ
る
前
に
、
大
正
十
年
の
『
太
陽
』
（
第
二
十
七
巻
第
十

一
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
述
作
「
某
夫
婦
」
は
、
『
小
説
月
報
』

（一

纉
�
O
年
、
第
十
四
巻
十
一
期
）
で
一
度
刊
行
さ
れ
、
後
に
「
一
日
裏

的
一
休
」
と
土
ハ
に
周
作
人
編
集
の
日
本
小
説
集
『
両
条
血
痕
及
其
他
』
（
上
海

開
明
書
店
、
一
九
二
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
訳
文
の
最
後
に
は
、
「
久
米
仙

人
」

で
、

の
訳
と
同
様
に
、
周
作
人
は
訳
者
の
付
記
を
書
き
加
え
て
い
る
。
こ
こ

訳
者
付
記
の
冒
頭
の
部
分
を
抜
粋
し
て
み
る
。

「
某
夫
婦
」
の
付
記
（
一
九
二
三
年
七
月
十
七
目
）

　
這
一
篇
小
説
見
去
年
出
版
的
短
篇
集
『
燃
焼
的
樹
林
』
中
，
今
牧
牛

『
武
者
小
路
全
集
』
巻
五
第
二
部
。
武
者
小
路
云
誤
著
作
之
落
成
中
国

語
者
，
有
毛
李
二
君
合
繹
的
「
人
間
的
生
活
」
，
魯
迅
君
課
的
「
一
個
青
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年
三
夢
」
、
我
所
繹
的
「
久
米
仙
人
」
和
「
第
二
之
母
」
。
在
『
現
代
日

　
　
本
小
説
集
』
（
世
界
叢
書
之
一
，
未
出
版
）
中
，
寄
凡
君
課
的
童
話
劇
『
開

　
　
花
翁
』
和
『
四
丁
与
鬼
』
等
。

　
以
上
の
周
作
人
が
付
け
加
え
た
説
明
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
自
分
の
翻
訳
以

外
に
、
当
時
中
国
の
全
土
に
お
け
る
武
者
小
路
実
篤
の
作
品
の
翻
訳
状
況
を

把
握
し
て
詳
し
い
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
付
記
の
中
に
言
及
し
て
い
る
「
人

間
的
生
活
」
は
、
毛
啄
堂
ハ
、
李
宗
武
に
よ
り
訳
さ
れ
、
一
九
二
二
年
一
月
に

上
海
中
華
書
局
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
魯
迅
の
「
一
個
青
年
的

夢
」
（
一
九
二
二
年
七
月
）
よ
り
半
年
早
い
た
め
、
中
国
に
お
け
る
最
初
の
武

者
小
路
実
篤
の
翻
訳
単
行
本
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
毛
啄
業
、
李
宗
武

が
「
人
間
的
生
活
」
を
翻
訳
し
た
際
に
、
周
作
人
は
彼
ら
の
訳
文
を
校
閲
し

た
り
、
彼
ら
に
自
分
の
翻
訳
経
験
を
教
え
た
り
し
、
序
文
ま
で
書
い
た
り
し

た
（
注
8
）
。
ま
た
、
一
九
三
四
年
九
月
、
彼
は
日
本
の
『
改
造
』
に
寄
稿
し

た
「
日
本
文
学
を
語
る
」
と
い
う
文
章
で
、
武
者
小
路
実
篤
作
品
の
翻
訳
の

心
得
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
武
者
小
路
実
篤
の
も
の
な
ど
、
一
見
実
に
簡
単
な
文
章
に
見
え
る
が
、

　
　
さ
て
繹
す
と
・
な
る
と
難
か
し
い
。
あ
の
短
い
語
句
を
漢
文
に
す
る
と
、

　
　
ど
う
し
て
も
長
く
な
っ
て
困
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
実
篤
の

　
　
作
品
は
可
成
り
多
く
課
さ
れ
て
み
る
。
文
芸
の
方
と
、
思
想
の
方
と
両

　
　
方
あ
る
か
ら
、
数
と
し
て
は
現
代
作
家
の
申
随
一
か
も
し
れ
な
い
。

　
従
っ
て
、
周
作
人
が
自
ら
武
者
小
路
実
篤
の
翻
訳
を
世
に
送
る
た
め
に
心

を
砕
き
精
力
を
注
い
で
、
実
績
を
積
み
重
ね
た
と
同
時
に
、
他
人
が
武
者
小

路
実
篤
め
翻
訳
を
出
す
こ
と
を
援
助
し
、
当
時
の
文
壇
に
お
け
る
武
者
小
路

実
篤
の
翻
訳
状
況
に
も
常
に
関
心
を
寄
せ
た
。
こ
こ
で
は
、
・
周
作
人
が
翻
訳

し
た
武
者
小
路
実
篤
の
作
品
を
ま
と
め
て
み
る
。

表一　周作人による武者小路実篤作品の翻訳一覧表（注9）

作品名 参考底本 入手時期 訳文初出 翻訳完成時期 発表時期

一日裏的一休 小さき世界（1916） 1918．4 『小説月報』

i13巻4号）

1922．1．12 1922．

S．10

久米仙人 燃ゆる林（1922） 1922．3 『捷報副刊』 1922．4．27 1922．

T．3

第二的母親 彼が三十歳の時

i1915）

ｬさき世界（1916）

謫�ﾌ母（1919）

1919．7

P918．4

P919．11

『現代日本

ｬ説集』

P行本初出

1922．4．30

@以前

1923．6

某夫婦 燃ゆる林（1922） 1922．3 『小説月報』

i14巻11号）
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二
　
着
目
点
」
「
久
米
仙
人
」
．
に
現
れ
る
〈
趣
味
〉
と
く
人
情
〉

　
周
作
人
が
一
九
二
〇
年
度
の
日
記
の
最
後
に
整
理
し
た
「
武
者
小
路
実
篤

著
作
目
録
」
に
よ
る
と
、
彼
が
一
九
二
〇
年
ま
で
に
集
め
た
武
者
小
路
実
篤

の
著
作
は
、
合
わ
せ
て
二
十
八
冊
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
以
降
、
『
周
作
人
日

記
』
に
記
さ
れ
た
「
読
書
購
書
目
録
」
に
お
い
て
も
、
武
者
小
路
実
篤
の
著

作
が
よ
く
見
ら
れ
、
一
九
三
四
年
ま
で
に
は
全
部
で
五
十
三
冊
（
注
－
o
）
に

も
及
ん
だ
。
中
に
は
、
武
者
小
路
実
篤
が
自
ら
周
作
人
に
寄
贈
し
た
も
の
も

あ
り
、
『
燃
ゆ
る
林
』
は
そ
の
中
の
一
冊
で
あ
っ
た
。
五
十
数
冊
の
作
品
集
を

入
手
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
か
ら
訳
出
し
た
の
は
、
僅
か
五
篇
で
あ
っ
た
。

そ
の
選
択
基
準
は
厳
し
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
一
九
二
二
年
三
月
に
『
燃

ゆ
る
林
』
を
入
手
し
た
周
作
人
は
、
四
月
二
十
七
日
に
「
久
米
仙
人
」
の
訳

を
速
や
か
に
完
成
し
た
。
そ
れ
と
対
照
的
に
、
同
じ
く
『
燃
ゆ
る
林
』
に
収

録
さ
れ
た
「
あ
る
夫
婦
」
の
翻
訳
は
一
年
後
の
一
九
二
三
年
の
七
月
に
至
っ

て
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
。
で
は
、
「
久
米
仙
人
」
の
ど
ん
な
要
素
が
周
作
人
の

趣
味
を
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
久
米
仙
人
」
の
選
択
、
そ
し
て
底

本
の
入
手
か
ら
翻
訳
の
完
成
ま
で
が
わ
ず
か
一
ヶ
月
間
で
終
わ
っ
た
そ
の
速

さ
に
は
、
一
体
ど
ん
な
考
え
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
動
機
を
検
討
し
た
い
。

　
　
（
一
）
〈
趣
味
＞
i
内
容
と
形
式
、
訳
者
と
作
品

　
日
本
古
典
文
学
に
深
い
造
詣
を
持
つ
周
作
人
は
、
「
久
米
仙
人
」
を
翻
訳
し

て
中
国
の
新
聞
『
善
報
副
刊
』
に
掲
載
し
た
際
、
訳
文
の
結
末
に
自
ら
次
の

よ
う
な
注
釈
を
付
け
加
え
て
い
る
。

　
　
　
日
本
伝
説
、
久
米
仙
人
（
ざ
ヨ
。
－
。
・
2
巨
昌
）
本
年
大
和
添
上
盲
人
、

　
　
入
深
山
修
仙
術
、
能
飛
行
空
中
。
一
日
白
河
邊
洗
車
女
人
露
長
虫
、
忽

　
　
起
二
心
、
遂
湯
平
不
機
能
面
．
（
拙
訳
：
日
本
の
伝
説
。
久
米
仙
人
は
元
々

　
　
大
和
国
添
上
出
身
の
人
で
、
深
山
に
入
っ
て
仙
術
を
修
行
し
、
空
を
飛

　
　
べ
る
。
あ
る
日
川
辺
で
服
を
洗
っ
て
い
る
女
が
露
出
し
た
脛
を
見
る
と
、

　
　
忽
然
邪
念
を
起
し
、
遂
に
墜
落
し
て
二
度
と
飛
べ
な
く
な
っ
た
。
）

こ
の
久
米
仙
人
の
逸
話
は
周
作
人
が
語
る
よ
う
に
伝
承
が
古
く
、
本
来
の
話

は
大
和
の
久
米
寺
の
縁
起
と
し
て
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
、
『
和

州
久
米
寺
流
記
』
の
「
久
米
仙
人
経
行
事
」
の
条
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一

第
二
十
四
話
、
ま
た
『
扶
桑
石
倉
』
巻
二
十
三
延
喜
元
年
の
条
、
『
元
亨
釈
書
』

巻
十
八
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
広
く
読
ま
れ
る
『
徒
然
草
』
の
第
八
段
に
も

書
か
れ
た
久
米
仙
人
の
話
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
『
徒
然
草
』
で
は
、
次
の

よ
う
な
一
節
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
、
以
下
同
様
）

　
　
　
世
の
人
の
心
を
ま
ど
は
す
事
、
色
欲
に
は
し
か
ず
。
人
の
心
は
愚
か

　
　
な
る
も
の
か
な
。

　
　
　
匂
ひ
な
ど
は
仮
の
も
の
な
る
に
、
し
ば
ら
く
衣
裳
に
薫
物
す
と
知
り

　
　
な
が
ら
、
え
な
ら
ぬ
匂
ひ
に
は
、
必
ず
心
ど
き
め
き
す
る
も
の
な
り
。

久
米
の
仙
人
の
、
物
洗
ふ
女
の
脛
の
白
き
を
見
て
、
通
を
失
ひ
け
ん
は
、

誠
に
、
手
足
・
は
だ
へ
な
ど
の
き
よ
ら
に
、

　
　
外
の
色
な
ら
ね
ば
、
さ
も
あ
ら
ん
か
し
。

　
一
九
二
五
年
四
月
、
周
作
人
は
『
徒
然
草
』

し
、
「
『
徒
然
草
』
抄
」
と
い
う
題
で
雑
誌
『
早
早
』
二
十
二
期
に
発
表
し
た
。

原
作
の
順
序
に
従
わ
ず
、
二
　
憂
患
」
、
「
二
　
長
生
」
の
よ
う
に
、
小
見
出

し
を
つ
け
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
四
　
女
色
」
は
や
は
り
久
米
仙
人
に
関
す

る
く
だ
り
に
当
た
る
。
訳
文
の
後
ろ
に
は
注
釈
と
し
て
、
「
案
」
と
い
う
形
で

訳
者
の
コ
メ
ン
ト
も
付
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
久
米
仙
人
に
触
れ
た
訳
文
と

注
釈
を
左
記
の
よ
う
に
抽
出
し
て
み
る
。

　
肥
え
膏
づ
き
た
ら
ん
は
、

（
注
1
1
）

の
中
か
ら
十
四
段
を
選
び
訳
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惑
乱
世
人
之
心
者
莫
過
於
色
欲
人
心
真
面
愚
物
。
色
香
原
是
假
的
，

但
衣
服
如
経
過
薫
香
，
錐
明
知
其
故
，
而
一
挙
妙
香
，
必
会
心
動
。
梱

傳
久
米
仙
人
見
沈
女
脛
白
　
失
其
神
通
，
実
在
女
人
的
手
足
肌
膚
艶
美

　
　
肥
澤
，
与
別
的
顔
色
不
同
，
這
也
是
町
有
道
理
再
話
。

　
　
（
案
『
元
亨
釈
書
』
春
十
八
云
，
「
久
米
仙
人
者
和
州
上
郡
人
，
入
深
山

　
　
学
業
方
，
食
松
葉
，
服
辞
蕩
。
一
日
滞
空
飛
過
古
里
，
会
婦
人
以
足
踏

　
　
単
衣
，
歴
覧
甚
白
，
畢
生
離
心
，
即
時
墜
落
。
」
）

『
徒
然
草
』
に
関
す
る
一
連
の
翻
訳
は
一
九
二
五
年
に
至
っ
て
は
じ
め
て
発

表
さ
れ
た
が
、
周
作
人
が
文
末
に
書
い
た
説
明
に
よ
る
と
、
十
四
段
の
う
ち

の
九
段
は
実
は
一
九
二
四
年
の
旧
訳
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
二
四
年
一
月

二
十
二
日
の
周
作
人
日
記
に
は
、
「
古
本
『
徒
然
草
』
一
冊
を
買
っ
た
」
（
注
1
2
）

と
い
う
『
徒
然
草
』
の
購
入
に
関
す
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。
『
徒
然
草
』
を

選
訳
し
た
際
に
、
再
び
久
米
仙
人
と
関
連
す
る
部
分
に
目
を
配
っ
た
こ
と
は
、

周
作
人
が
久
米
仙
人
の
昔
話
に
非
常
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て

裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
一
九
三
五
年
十
二
月
十
一
日
、
周
作
人
は
『
北
平
農
報
』
に
寄

稿
し
た
「
老
年
」
と
い
う
文
章
に
お
い
て
、
色
欲
と
い
う
主
題
を
語
る
際
に
、

前
述
の
「
『
徒
然
草
』
抄
」
で
選
び
訳
し
た
久
米
仙
人
の
一
節
1
「
四
　
女
色
」

を
再
び
引
用
す
る
上
で
、
次
の
よ
う
に
興
味
深
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
本
来
詞
欲
之
文
出
於
好
色
，
勧
戒
故
事
近
於
淫
書
，
亦
是
常
事
。
但

　
　
二
様
明
説
色
錐
可
憎
而
実
可
愛
，
翻
（
後
略
）

　
　
　
（
拙
訳
　
本
来
色
欲
を
叱
る
文
章
は
好
色
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
勧
戒

　
　
の
物
語
は
淫
書
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
常
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
だ
が
、
色
香
を
あ
の
よ
う
に
説
く
と
す
れ
ば
、
憎
々
し
い
が
実
に
可
愛

　
　
ら
し
く
、
殊
に
趣
　
が
あ
る
（
後
略
）
）

つ
ま
り
周
作
人
は
、
人
間
の
色
欲
を
率
直
に
表
現
し
て
い
る
こ
の
一
節
に
現

れ
る
「
趣
味
」
に
魅
了
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
久
米
仙
人
の
逸
話
に
関

す
る
再
三
の
言
及
の
中
で
、
周
作
人
は
そ
れ
に
一
体
ど
の
よ
う
な
考
え
を
託

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
「
『
徒
然
草
』
抄
」
の
「
引
言
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
手
掛
か
り
と
な
る
解
釈
が
書
い
て
あ
る
。

　
『
徒
然
草
』
最
大
的
価
値
可
以
説
是
在
干
官
的
趣
味
’
，
巻
中
錐
有

理
知
的
議
論
，
弓
道
不
是
乾
燥
冷
酷
的
，
如
道
学
家
的
常
態
，
根
底
裏

含
有
一
種
温
潤
的
情
緒
，

即
在
教
訓
言
文
言
上
福
富
於
詩
的
分
子

随
処
想
用
了
趣
味
去
観
察
学
会
萬
物
，
所
以

（
中
略
）
以
下
所
課
十
四
節
是

　
（
拙
訳
　
　
『
徒
然
草
』
の
最
大
の
価
値
は
そ
の
趣
　
性
に
あ
る
と
言

え
る
。
中
に
は
理
知
の
議
論
が
あ
る
と
錐
も
、
決
し
て
乾
燥
か
つ
冷
酷

な
、
道
学
者
の
常
態
の
如
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
根
底
に
一
種
の
温

和
な
情
緒
が
含
ま
れ
て
い
る
。

し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
故
に
、

雰
囲
気
が
溢
れ
て
い
る
。

思
う
に
は
最
も
趣
　
’
を
も
つ
文
立 　

所
で
趣
味
を
以
て
ネ
r
会
万
物
を
　
察

た
と
え
教
訓
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
詩
の

（
中
略
）
以
下
に
訳
さ
れ
た
十
四
節
は
、
私
が

　
　
　
　
で
あ
り
、
形
、
エ
は
古
い
と
は
い
え
、

　
　
思
想
の
多
く
は
　
代
の
も
の
で
あ
る
。
）

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
周
作
人
が
「
趣
味
性
」
（
注
1
3
）
と
い
う
重
要
な
言
葉

を
用
い
、
『
徒
然
草
』
の
最
大
の
価
値
は
趣
味
性
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
で

あ
る
。
彼
は
『
徒
然
草
』
の
中
に
あ
る
久
米
仙
人
の
話
と
関
わ
っ
た
一
節
を
、

「
二
百
趣
味
」
の
段
落
の
一
つ
と
評
価
し
た
こ
と
か
ら
、
『
徒
然
草
』
を
翻
訳

し
た
考
え
の
中
に
、
間
接
的
な
が
ら
周
作
人
の
武
者
小
路
の
「
久
米
仙
人
」

に
対
す
る
一
種
の
認
識
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
翻
訳
の
評
論
に
止

ま
ら
ず
、
彼
は
「
笠
翁
与
随
園
」
（
一
九
三
五
年
置
に
お
い
て
、
「
趣
味
」
と
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い
う
理
念
の
内
実
に
つ
い
て
更
に
次
の
よ
う
に
關
明
し
て
い
る
。

　
　
　
翻
，
以
為
這
是
美
也
是
善
，
而
没
趣
味
乃
是
一
件
大
里

　
　
事
。
這
所
謂
趣
　
里
包
含
着
好
望
東
西
如
　
　
拙
，
朴
歯
重
厚
，

　
　
清
朗
，
通
、
　
中
庸
，
有
別
丁
等
　
立
者
都
草
没
趣
味
。
（
中
略
）
平
常

　
　
没
有
人
対
生
活
不
取
急
一
種
特
殊
的
態
度
，
或
淡
泊
不
経
意
，
或
碩
　
填

　
　
多
有
取
零
，
錐
其
趨
向
不
同
，
却
各
自
成
為
一
種
趣
味
。
（
注
1
4
）

　
　
　
（
訳
（
注
1
5
）
　
私
は
非
常
に
趣
　
を
重
視
し
、
こ
れ
こ
そ
美
で
あ
り

　
　
善
で
も
あ
る
、
そ
し
て
没
趣
味
は
ま
こ
と
に
大
き
な
悪
い
こ
と
と
思
っ

　
　
て
い
．
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
趣
　
の
中
に
は
　
　
拙
、
撲
、
潔
、
重
厚
、

　
　
こ
れ
に
反
す
る
も
の
は
す
べ
て
没
趣
　
で
あ
る
。
（
中
略
）
普
通
、
温
し

　
　
も
生
活
に
対
し
て
一
種
特
別
な
態
度
を
取
ら
ぬ
は
な
ぐ
、
淡
泊
に
し
て

　
　
意
に
介
せ
ざ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
と
か
、
一
一
何
で
も
な
い
こ
と
に
も

　
　
取
舎
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
か
、
そ
の
趨
向
は
同
じ
く
な
く
と
も
、
お

　
　
の
お
の
自
ら
一
種
の
趣
味
を
成
し
て
み
る
。
）

　
要
す
る
に
、
日
本
文
化
の
薫
陶
に
浸
潤
し
て
い
た
周
作
人
は
、
「
趣
味
性
」

を
重
視
し
、
ま
た
情
趣
の
豊
富
さ
を
追
求
し
て
い
た
。
彼
が
求
め
て
い
た
「
趣

味
」
と
は
、
文
学
の
美
を
追
求
す
る
理
念
と
、
人
生
に
向
き
合
う
態
度
の
合

体
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
人
と
作
品
の
気
質
の
統
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
趣

味
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
『
徒
然
草
』
な
ど
の
日
本
古
典
文
学
に
対
す
る
周

作
人
の
評
価
の
中
核
を
な
す
概
念
の
一
つ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
趣
味
性
」

の
有
無
と
い
う
出
発
点
も
ま
た
、
訳
者
と
し
て
の
周
作
人
の
興
味
と
関
心
を

反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
見
方
を
以
て
、
「
久
米
仙
人
」

を
顧
み
て
み
る
と
、
ど
ん
な
結
論
が
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
『
現
代
日
本
小

説
集
』
の
「
付
録
」
の
中
に
は
、
「
久
米
仙
人
」
に
関
す
る
説
明
は
単
に
一
行

の
底
本
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
ば
か
り
で
、
作
品
に
対
し
て
、
直
接
自
己

の
評
価
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
武
者
小
路
実
篤
の
作
風
に
つ
い
て
語
る
も
の

が
一
箇
所
あ
る
。
こ
こ
に
、
引
用
す
る
。

　
　
　
他
的
著
作
単
純
真
率
，
不
施
技
工
，
自
具
清
新
之
氣
，
極
有
感
人
的

　
　
力
量
。
（
拙
訳
　
彼
の
著
作
は
純
粋
率
直
で
あ
り
、
技
巧
が
施
さ
れ
ず
、

　
　
清
新
の
気
が
あ
り
、
人
を
感
動
さ
せ
る
カ
を
特
に
有
す
る
。
）

　
実
は
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
の
中
に
収
録
さ
れ
た
武
者
小
路
の
作
晶
は
、

「
久
米
仙
人
」
と
「
第
二
の
母
」
し
か
な
い
た
め
、
こ
こ
に
い
う
風
格
の
「
単

純
真
率
」
、
手
法
の
「
不
施
技
工
」
、
ま
た
総
合
的
に
「
具
清
新
之
氣
、
有
感

人
的
力
量
」
と
い
っ
た
点
は
、
間
接
的
な
が
ら
「
久
米
仙
人
」
に
関
す
る
評

価
と
見
倣
す
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
を
、
前
文
で
引
用

し
た
彼
の
「
趣
味
」
の
内
包
と
照
合
し
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
「
単
純
真
率
」

が
「
雅
」
に
、
「
不
施
技
工
」
が
「
拙
」
に
、
「
具
清
新
之
氣
」
が
「
清
朗
」

に
、
「
有
感
人
的
力
量
」
が
「
重
厚
」
に
当
た
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
風
格
と
別
に
、
『
徒
然
草
』
の
形
式
に
関
し
て
、
周
作
人
が
特
に
賞
賛
し
た

旧
い
形
式
に
現
代
思
想
が
浸
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
も
、
『
徒
然
草
』

の
形
式
上
の
「
趣
味
性
」
だ
と
言
え
よ
う
。
「
古
い
皮
袋
に
新
し
い
酒
を
盛
る
」

と
い
う
よ
う
な
形
式
上
の
現
代
性
と
趣
味
性
に
ふ
れ
た
点
に
お
い
て
は
、
魯

迅
の
芥
川
龍
之
介
に
関
す
る
紹
介
文
1
「
昔
の
物
語
は
彼
（
芥
川
龍
之
介
i

石
器
）
に
よ
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
る
と
、
新
た
な
生
命
が
注
ぎ
こ
ま
れ
、
現

代
人
と
関
係
が
生
じ
て
く
る
」
（
注
1
6
）
一
を
連
想
さ
せ
る
。

　
周
作
人
の
翻
訳
権
が
魯
迅
と
異
な
る
点
を
探
る
論
考
は
既
に
か
な
り
の
数

に
上
る
。
し
か
し
、
彼
の
早
期
の
翻
訳
活
動
は
ほ
ぼ
魯
迅
と
と
も
に
行
な
っ

て
い
た
点
か
ら
、
魯
迅
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
想
像
で
き
る
。
魯
迅
と
周

作
人
の
日
記
書
簡
か
ら
、
『
日
本
現
代
小
説
集
』
の
編
集
を
め
ぐ
る
交
流
を
整
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理
し
て
み
れ
ば
、
小
川
利
康
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
魯
迅
は
作
家
や
作
品

の
採
録
に
関
し
て
周
作
人
と
意
見
を
交
わ
し
、
助
言
の
役
割
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
（
注
1
7
）
。
実
は
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
に
収
録
さ
れ
た
魯
迅
が
翻

訳
し
た
芥
川
龍
之
介
の
二
篇
も
、
「
久
米
仙
人
」
と
共
通
す
る
傾
向
が
窺
わ
れ

る
。
内
道
場
供
奉
禅
智
和
尚
の
長
い
鼻
の
話
を
題
材
に
す
る
「
鼻
」
は
日
本

の
古
い
伝
説
で
あ
り
、
ま
た
「
羅
生
門
」
の
初
出
は
平
安
時
代
の
『
今
昔
物

語
集
』
に
拠
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
魯
迅
が
書
い
た
「
附
録
（
作
者
に
関

す
る
説
明
）
芥
川
龍
之
介
」
よ
り
引
用
し
て
み
る
。

　
　
　
他
又
多
用
旧
本
お
，
有
時
近
於
故
事
的
翻
訳
。
但
他
的
復
述
古
事
井

　
　
不
専
是
好
奇
，
還
有
他
的
更
深
的
胆
略
，
他
玉
髄
含
在
這
此
二
材
聡
　
的

　
　
　
人
的
生
活
歯
中
，
　
出
与
自
己
的
心
情
能
鰺
貼
切
的
触
角
的
金
物
，

　
　
因
此
那
些
　
代
的
故
　
　
他
改
｛
之
後
，
都
住
進
山
的
生
命
去
　
便
与

　
　
現
伏
人
生
出
組
系
来
了
。

　
　
　
（
訳
（
注
1
8
）
）
　
彼
は
ま
た
旧
い
本
お
を
多
用
し
、
時
に
は
物
語
の

　
　
翻
訳
に
近
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
昔
の
こ
と
を
く
り
返
す
の
は
単
な

　
　
る
好
奇
心
だ
け
か
ら
で
は
な
く
、
よ
り
深
い
根
拠
に
基
づ
い
て
の
こ
と

　
　
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
　
聡
に
含
ま
　
て
い
る
昔
の
人
々
の
生
活
か
ら
、

　
　
自
分
の
心
情
に
ぴ
っ
た
り
し
、
そ
れ
に
触
　
得
る
桓
も
の
カ
を
見
出
そ

　
　
う
と
　
る
。
だ
か
ら
、
昔
の
物
語
は
∠
に
よ
っ
て
日
き
改
め
ら
　
る
と
、

　
　
　
た
な
生
命
が
置
き
こ
ま
れ
、
　
代
人
と
関
係
が
生
じ
て
く
る
。
）

魯
迅
の
芥
川
龍
之
介
説
明
文
は
、
冒
頭
の
生
年
学
歴
及
び
末
尾
の
作
品
解
説

を
除
け
ば
、
藤
井
省
三
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
一
月
に
雑
誌

『
新
潮
』
掲
載
の
田
中
純
「
芥
川
龍
之
介
氏
を
論
ず
」
を
モ
ザ
イ
ク
的
に
切

り
貼
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
秋
吉
牧
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
一
九
二

一
年
五
月
十
一
日
、
『
農
報
副
刊
』
掲
載
の
「
『
鼻
』
訳
者
付
記
」
に
お
い
て
、

魯
迅
が
同
じ
く
田
中
純
の
評
論
を
使
用
し
て
も
、
後
の
一
九
二
三
年
『
現
代

小
説
集
』
収
録
時
と
で
は
、
そ
の
論
調
は
同
一
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
芥
川

の
作
品
が
「
旧
い
材
料
を
多
用
し
、
と
き
に
は
物
語
の
翻
訳
に
近
い
」
事
実

を
述
べ
て
も
、
一
九
二
一
年
の
時
点
で
は
「
芥
川
氏
に
不
満
な
の
は
」
と
、

最
初
か
ら
否
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
九
二
三
年
に
至
る
と
、
そ
の
「
不

満
」
は
完
全
に
消
失
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
鼻
」
の
解
説
に
関
し
て
、
一
九
二

一
年
に
は
「
作
者
は
そ
れ
に
新
し
い
装
い
を
施
し
て
み
せ
た
に
す
ぎ
な
い
」

と
か
な
り
辛
辣
に
批
判
に
し
て
い
た
の
に
、
一
九
二
三
年
の
段
階
で
は
そ
の

部
分
を
削
除
し
て
い
る
（
注
1
8
）
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
魯
迅
に
お
け
る
芥

川
龍
之
介
の
受
容
問
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
本
稿
は

展
開
し
な
い
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
一
九
二
三
年
遅
至
っ
て
、
魯
迅

が
「
付
録
」
に
書
い
た
「
新
た
な
生
命
が
注
ぎ
こ
ま
れ
、
現
代
人
と
関
係
が

生
じ
て
く
る
」
と
い
う
紹
介
文
は
、
田
中
純
の
評
論
の
引
用
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
時
期
の
魯
迅
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
『
現
代
日
本
小
説
集
』
の
作
品
の
採

録
に
お
い
て
、
周
作
人
の
い
う
「
旧
い
形
式
に
現
代
の
思
想
」
と
い
う
形
式

上
の
趣
味
性
へ
の
推
賞
が
、
魯
迅
の
選
択
に
現
れ
た
趣
旨
と
軌
を
一
に
す
る
。

　
以
上
は
、
翻
訳
対
象
の
「
趣
味
性
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
き
た
が
、
翻

訳
の
主
体
の
「
趣
味
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
周
作
人
は
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
一
般
に
、
魯
迅
は
翻
訳
す
る
作
品
の
選
択
に
つ
い
て
、
当

時
の
中
国
社
会
に
と
っ
て
の
必
要
性
と
い
う
基
準
を
常
に
用
意
し
て
い
た
、

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
周
作
人
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
彼
は
同
じ
時
期

の
一
九
九
二
年
に
書
い
た
「
懸
崖
『
愛
撫
実
現
』
的
翻
訳
」
（
『
農
報
副
鏑
』
、

一
九
二
二
年
人
月
二
十
八
日
）
の
中
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
我
的
選
択
，
差
不
出
馬
無
所
依
擦
的
，
只
以
自
己
的
趣
　
為
黒
字
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
思
想
和
芸
術
，
也
就
牧
入
。
側
旬
響
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上
“
又
　
一
個
限
制
　
便
是
篇
幅
的
長
短
。
我
平
日
翻
繹
，
就
有
這
様

的
癖
気
，
大
抵
多
取
長
短
適
中
　
五
六
　
字
的
イ
品
，
　
、
能
芸
出
來
。

　
（
拙
訳
　
私
が
選
ん
だ
も
の
は
、
殆
ど
依
拠
す
る
所
が
な
く
、
た
だ

表
　
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も
収
録
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
上
で
ま
た
一
つ
の
制
限
が
あ
り
、
そ
れ
は
文
章
の
長
さ
で
あ
る
。

私
は
普
段
翻
訳
す
る
時
に
は
、
こ
ん
な
癖
が
あ
る
。
そ
れ
は
た
い
て
い

糸
幅
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
、
五
六
千
字
ほ
ど
の
作
品
を
選
択
し
て
訳
出
す

　
　
る
の
で
あ
る
。
）

こ
の
説
明
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
周
作
人
の
選
択
基
準
を
理
解
す
る
に
は
非

常
に
重
要
な
手
掛
か
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
第
一
、
ま
ず
自
分
の
趣
味
に

あ
う
か
ど
う
か
。
第
二
、
作
者
の
思
想
や
芸
術
を
代
表
で
き
る
か
ど
う
か
。

第
三
、
文
章
の
長
さ
は
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
三
つ
の
要
素
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
．
翻
訳
の
「
趣
味
」
に
関
し
て
は
、
彼
が
一
九

五
〇
年
に
書
い
た
「
談
翻
訳
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
　
所
謂
趣
味
的
，
豪
者
親
潮
也
略
須
解
説
。
這
並
不
説
是
幽
門
有
趣
的

　
　
書
，

　
　
所
言
的
目
繹
者
衷
心
的
愛
好
，
深
切
了
解
イ
者
的
思
想
　
単
射
自
己
読

　
　
了
覚
得
可
惜
　
必
須
上
官
写
出
来
給
人
看
才
些
々
意
，
此
是
一
種
愛
情

　
　
的
工
作
。
（
注
2
0
）

　
　
　
　
（
拙
訳
　
所
謂
趣
味
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
簡
単
に
解
説

　
　
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
決
し
て
面
白
い
本
で
あ
る

　
　
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
に
翻
訳
　
の
　
　
が
た
だ
純
粋
に
彼

　
　
の
趣
　
か
ら
発
　
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
翻
訳
の
山
、
象
に
よ
、
し

　
　
ま
せ
な
け
れ
ば
満
足
で
き
な
い
の
で
、
一
種
の
愛
情
の
仕
事
で
あ
る
。
）

こ
の
二
つ
の
選
択
基
準
に
関
す
る
言
及
を
統
合
し
て
み
れ
ば
、
作
品
の
社
会

性
を
重
視
す
る
魯
迅
の
考
え
と
異
な
っ
て
、
周
作
人
は
作
品
自
体
の
趣
味
性

と
訳
者
の
主
観
的
な
趣
味
の
統
合
を
主
張
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

　
　
（
一
一
）
〈
人
情
＞
1
人
道
主
義
の
受
容
の
文
脈
に
お
い
て

　
周
作
人
は
武
者
小
路
実
篤
の
「
新
し
き
村
」
運
動
、
ま
た
そ
の
人
と
の
付

き
合
い
に
つ
い
て
様
々
な
文
章
を
書
い
た
が
（
注
2
1
）
、
彼
は
武
者
小
路
実
篤

作
品
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
発
言
は
少
な
く
、
前
述
の
「
改
造
」
へ
の
寄
稿
の

ほ
か
、
日
本
の
雑
誌
『
文
芸
』
（
二
巻
九
号
、
改
造
社
）
に
掲
載
さ
れ
た
井
上

紅
梅
と
の
対
談
に
も
見
ら
れ
る
。
一
九
三
四
年
七
月
、
翌
年
に
開
設
す
る
予

定
の
北
京
大
学
日
本
文
学
講
座
用
の
資
料
を
収
集
す
る
た
め
に
、
周
作
人
は

日
本
を
訪
ね
た
。
そ
の
時
、
中
国
に
お
け
る
日
本
文
学
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
、

周
作
人
を
取
材
に
き
た
井
上
紅
梅
と
次
の
よ
う
な
問
答
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
【
問
】
一
般
に
は
ど
う
云
ふ
も
の
が
翻
訳
さ
れ
て
を
り
ま
す
？

　
　
　
【
答
】
初
め
は
武
者
小
路
氏
の
も
の
が
盛
ん
に
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
早
れ
は
　
四
、
動
頃
に
ト
ノ
ス
ト
イ
の
人
道
主
義
に
共
暑
し
た
も
の
が

　
　
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
文
学
論
も
ト
ル
ス
ト
イ
の
文
学
論
を
珍
重
し
て

　
　
ゐ
ま
し
た
。

こ
の
会
談
に
よ
れ
ば
、
周
作
人
は
中
国
に
お
い
て
最
も
よ
く
翻
訳
さ
れ
る
作

家
が
、
武
者
小
路
実
篤
で
あ
る
と
判
断
し
、
ま
た
そ
の
原
因
は
、
当
時
武
者

小
路
実
篤
の
翻
訳
事
業
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
人
道
主
義
の
紹
介
の
一
環
と
し
て

見
倣
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
周
作
人
が

提
示
し
て
い
る
「
武
者
小
路
実
篤
－
翻
訳
一
人
道
主
義
」
の
考
え
道
筋
に
従
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い
、
翻
訳
の
視
点
か
ら
、
「
久
米
仙
人
」
と
周
作
人
が
提
唱
し
た
「
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
と
の
接
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
一
九
一
八
年
十
二
月
、
周
作
人
は
「
人
的
文
学
」
と
い
う
文
章
を
（
『
新
青

年
』
第
五
巻
第
六
号
）
に
発
表
し
た
。
こ
の
作
品
は
五
四
運
動
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
誕
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
彼
の
初
期
の
文
学
思
想
の
中
核

と
な
る
こ
の
文
章
の
冒
頭
で
、
彼
は
「
現
在
、
我
々
が
提
唱
す
べ
き
新
文
学

と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
『
人
的
文
学
』
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
新
文
学
を

定
義
し
た
。
続
い
て
、
「
人
道
主
義
」
の
歴
史
、
「
人
」
の
概
念
な
ど
の
面
か

ら
、
人
道
主
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
系
統
的
に
論
述
し
て
い
る
。

　
　
　
導
管
的
人
道
主
義
，
是
従
個
人
二
尊
。
要
証
人
道
，
愛
人
類
，
便
須

　
　
先
使
自
己
有
人
的
資
格
，
占
用
人
的
位
置
。
（
中
略
）
用
這
人
道
主
義
為

　
　
本
，
樹
於
人
生
諸
問
題
，
加
以
記
録
研
究
的
文
字
，
岩
瘤
之
人
的
文
学
。

　
　
（
訳
（
注
2
2
）
　
私
の
い
ふ
人
道
主
義
は
、
個
人
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ

　
　
る
。
人
道
を
説
き
、
人
類
を
愛
す
る
に
は
、
先
づ
自
分
に
人
の
資
格
を

　
　
有
せ
し
め
、
人
の
位
置
を
占
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
中
略
）
こ
の

　
　
人
道
主
義
を
も
っ
て
本
と
な
し
、
人
生
の
諸
問
題
に
対
し
て
、
記
録
研

　
　
究
を
加
へ
た
文
字
、
こ
れ
を
人
の
文
学
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
）

　
周
知
の
よ
う
に
、
武
者
小
路
実
篤
は
白
樺
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ト
ル

ス
ト
ぞ
の
理
想
主
義
的
人
道
主
義
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
実
体
化
す
る
も

の
と
し
て
「
新
し
き
村
」
を
一
九
一
八
年
に
宮
崎
県
に
建
設
し
た
。
周
作
人

が
「
人
的
文
学
」
を
書
い
た
一
九
一
八
年
は
、
ち
ょ
う
ど
彼
が
武
者
小
路
実

篤
の
新
し
き
村
運
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一

九
一
八
年
十
月
二
十
五
日
の
日
記
の
中
で
は
、
「
上
二
分
日
本
本
局
寄
新
テ
シ

キ
村
一
円
二
十
銭
。
（
中
略
）
閲
『
新
テ
シ
キ
村
ノ
生
活
」
第
一
部
了
」
、
と

記
述
し
て
い
る
。
十
一
月
九
日
、
日
本
か
ら
寄
贈
し
た
「
新
し
き
村
の
説
明

と
精
神
及
会
則
」
が
届
い
た
と
い
う
（
注
2
3
）
。
そ
の
後
、
周
作
人
は
当
時
中

国
の
文
芸
思
想
界
で
最
も
読
ま
れ
て
い
る
雑
誌
『
新
青
年
』
や
『
新
潮
』
（
北

京
大
学
）
等
に
武
者
小
路
実
篤
の
新
し
き
村
運
動
に
つ
い
て
文
章
を
書
き
、

積
極
的
に
紹
介
し
た
。
例
え
ば
、
「
新
村
的
理
想
和
実
際
」
（
『
農
報
』
副
刊
、

一
九
二
〇
年
六
月
二
十
三
）
と
い
う
文
章
で
、
周
作
人
は
「
新
村
の
理
想
，

簡
単
に
一
言
で
い
え
ば
，
人
的
生
活
で
あ
る
」
と
総
括
的
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
や
は
り
「
人
的
文
学
」
の
精
神
と
一
貫
し
て
い
る
。
従
来
、
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
周
作
人
の
「
人
的
文
学
」
の
提
唱
に
は
、

彼
の
翻
訳
観
に
も
繋
が
る
。
例
え
ば
、
彼
が
「
人
的
文
学
」
の
結
尾
に
お
い

て
、
人
道
主
義
の
理
論
を
唱
え
た
上
に
、
如
何
に
こ
の
理
念
を
実
現
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
な
処
方
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　
我
椚
偶
有
創
作
，
自
然
蛮
書
見
聞
較
確
的
中
國
一
方
面
，
其
餓
大
多

　
界
的
人
類
　
養
成
人
的
道
徳
　
実
　
人
的
生
活
。

　
（
訳
（
注
2
4
）
　
勿
論
わ
れ
わ
れ
が
偶
々
創
作
す
る
場
合
に
は
、
お
の

つ
と
見
聞
の
多
少
と
も
確
か
な
中
国
の
一
方
面
に
偏
す
る
こ
と
で
あ
ら

　
　
う
が
、
そ
の
余
の
大
多
数
は
更
に
外
国
の
著
イ
を
紹
介
訳
述
し
、
読
者

　
　
の
精
神
を
ム
了
し
、
眼
中
に
世
界
の
人
　
を
見
出
し
、
人
の
道
徳
を
養

　
　
ひ
、
人
の
生
活
を
実
現
す
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
　
。

周
作
人
は
こ
の
「
人
的
文
学
」
の
実
現
を
外
国
著
書
の
翻
訳
に
大
い
な
る
希

望
を
託
し
て
い
た
。
そ
の
考
え
を
実
践
に
徹
底
し
た
の
は
、
訳
作
集
『
点
滴
』

（一

纉
�
Z
年
、
北
京
大
学
出
版
）
か
ら
の
一
連
の
翻
訳
活
動
で
あ
る
。
傅

斯
年
の
要
求
に
応
じ
、
周
作
人
は
『
点
滴
』
の
「
序
文
」
で
、
『
点
滴
』
に
収

録
さ
れ
た
翻
訳
に
お
け
る
二
つ
の
特
色
を
、
「
一
、
直
訳
の
文
体
。
二
、
人
道

主
義
の
精
神
」
と
言
明
し
て
い
る
。
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以
上
、
周
作
人
が
武
者
小
路
実
篤
の
「
久
米
仙
人
」
を
翻
訳
す
る
に
当
た

っ
て
の
文
脈
や
背
景
に
つ
い
て
整
理
し
て
き
た
が
、
続
い
て
「
久
米
仙
人
」

文
章
自
体
を
そ
の
文
脈
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
分
析
し
て
い
く
。

　
伝
承
上
の
「
久
米
仙
人
」
と
は
、
天
平
年
間
に
久
米
寺
を
建
て
た
伝
説
の

仙
人
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
（
注
2
5
）
に
よ
れ
ば
、
大
和
国
吉
野
郡
の
竜

門
寺
で
仙
術
を
修
業
し
、
飛
行
の
術
を
得
て
空
を
飛
ぶ
に
至
っ
た
。
吉
野
川

の
上
空
を
飛
ん
で
い
た
時
、
川
辺
で
洗
濯
を
し
て
い
た
女
の
白
い
脛
を
見
て

神
通
力
を
失
い
、
墜
落
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
こ
の
女
を
妻
に
し
仏
の
人

間
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
高
市
遷
都
の
際
に
、
再
修
業
し
て
仙
術
を
回

復
し
、
そ
の
神
通
力
で
木
材
を
運
ん
だ
。
久
米
仙
人
は
、
こ
れ
を
聞
い
た
当

時
の
天
皇
に
土
地
を
与
え
ら
れ
、
久
米
寺
を
開
い
た
と
伝
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
武
者
小
路
実
篤
の
「
久
米
仙
人
」
は
、
改
作
の
よ
う
な
短
編
小
説
で

あ
る
。
ま
ず
は
、
武
者
小
路
実
篤
の
「
久
米
仙
人
」
の
梗
概
を
述
べ
て
お
く
。

　
武
者
小
路
実
篤
の
「
久
米
仙
人
」
は
、
そ
の
「
久
米
仙
人
」
の
墜
落
の
原

因
や
、
物
語
の
結
末
に
つ
い
て
、
従
来
の
話
と
全
く
異
な
っ
た
説
を
提
示
し

て
い
る
本
を
発
見
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
久
米
仙
人
は
人
間
の

無
常
を
悟
り
、
仙
人
に
な
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
彼
は
自
分
の
体
を
浮
か
せ
、

空
を
飛
ぶ
為
に
、
人
間
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
へ
の
未
練
や
執
着
を
断
ち
切
り
、

あ
ら
ゆ
る
欲
望
と
禁
物
か
ら
離
れ
た
。
そ
れ
で
、
順
調
に
天
上
界
に
入
っ
て
、

仙
人
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
あ
る
時
彼
が
雲
に
乗
っ
て
、
上
空
か
ら
地
面
の

自
然
や
並
々
や
田
園
を
眺
め
渡
す
と
、
彼
は
そ
の
風
景
の
美
し
さ
と
人
間
の

可
愛
さ
に
魅
了
さ
れ
た
。
下
界
の
人
間
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
た
瞬
間
、
彼

の
乗
っ
て
い
た
雲
が
下
降
し
始
め
て
し
ま
う
。
下
界
で
は
、
男
も
女
も
年
寄

り
も
皆
、
懸
命
に
働
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
人
間
の
平
和
な
風
景
を
見
た
彼

は
、
「
あ
あ
、
人
間
と
は
な
ん
と
愛
す
べ
き
存
在
な
の
だ
ろ
う
」
と
感
動
し
た
。

結
局
、
そ
の
原
因
で
久
米
仙
人
は
神
通
力
を
失
い
、
墜
落
し
て
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
た
ま
た
ま
川
辺
で
洗
濯
す
る
女
た
ち
は
、
そ
れ
を
み
て
、
自
分
達
の

女
の
魅
力
が
、
彼
が
墜
落
し
た
原
因
で
あ
る
と
思
っ
た
と
い
う
。

　
伝
承
上
の
「
久
米
仙
人
」
と
武
者
小
路
実
篤
の
「
久
米
仙
人
」
を
比
較
し

て
み
れ
ば
、
最
も
違
っ
た
部
分
が
結
末
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
承
上
の

「
久
米
仙
人
」
は
前
述
の
よ
う
に
、
墜
落
し
た
後
に
久
米
仙
人
は
死
ぬ
こ
と

が
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
再
び
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
武

者
小
路
実
篤
の
「
久
米
仙
人
」
で
は
、
彼
は
墜
落
し
て
直
ち
に
死
ん
で
し
ま

う
の
で
あ
る
。
武
者
小
路
実
篤
に
書
か
れ
た
久
米
仙
人
は
仙
人
と
は
い
い
な

が
ら
、
仙
人
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
逆
に
人
間
や
人
間
界
を
愛
す
る
よ
う
に
な

り
、
非
常
に
人
間
ら
し
い
仙
人
と
し
て
死
ん
で
い
く
。
特
に
、
注
意
し
て
お

き
た
い
の
は
、
武
者
小
路
が
描
い
た
久
米
仙
人
は
、
地
上
で
修
業
し
た
時
に
、

人
間
の
醜
い
部
分
し
か
目
に
入
ら
ず
、
人
間
を
虫
け
ら
の
よ
う
な
も
の
に
思

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
仙
人
に
な
っ
て
天
上
界
か
ら
人
間
界
を
観
察
す
る
…
機

会
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
人
間
の
美
と
可
愛
さ
を
初
め
て
感
じ
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
即
ち
仙
人
の
視
点
か
ら
凡
人
世
界
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
物

の
存
在
価
値
と
愛
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
初
め
て
知
る
よ
う
に
な
り
、
仙
人
の

視
点
を
経
て
こ
そ
、
初
め
て
人
問
性
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
武
者
小
路
実
篤
は
、
「
久
米
仙
人
」
が
収
載
さ
れ
る
『
燃
ゆ
る
林
』
の
「
序
」

に
お
い
て
、
自
分
の
創
作
方
法
と
目
的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
小
説
を
か
く
時
は
、
あ
る
感
じ
を
か
き
た
い
時
に
、
事
実
か
ら
得
た

　
　
実
感
を
勝
手
に
誇
張
し
、
或
は
縮
小
し
、
あ
る
こ
と
を
な
し
と
し
、
な

　
　
い
こ
と
を
あ
る
こ
と
と
し
、
又
　
く
想
　
の
　
界
に
入
り
、
し
か
自
ら

　
の
如
く
感
じ
つ
つ
カ
く
こ
と
も
あ
る
。

自
分
に
と
っ
て
は
ど
っ
ち
で
も
い
い
の
で
あ
る
。

た
だ
ご
ま
か
さ
ず
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に
、
人
情
の
本
当
の
姿
、
人
間
の
心
の
姿
を
　
当
に
カ
き
顕
わ
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
創
作
方
針
と
武
者
小
路
実
篤
の
人
生
の
経
歴
を
合
わ
せ
て
み
れ

ば
、
作
品
の
中
に
頻
繁
に
現
出
す
る
人
間
の
労
働
と
農
村
風
景
は
、
彼
の
宮

崎
県
で
実
施
し
た
「
新
し
き
村
」
運
動
の
経
験
に
基
づ
い
て
描
い
た
場
面
だ

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
人
情
の
本
当
の
姿
、
人
問
の
心
の
姿
を
か
き

顕
わ
し
た
い
」
と
い
う
目
的
か
ら
、
武
者
小
路
実
篤
に
お
け
る
「
久
米
仙
人
」

の
新
し
い
解
釈
こ
そ
、
彼
自
身
の
、
現
実
の
入
間
世
界
と
人
情
分
美
に
対
す

る
愛
の
表
明
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
武
者
小
路
実
篤
の
「
人
情
の
、

本
当
の
姿
」
に
注
目
し
た
点
に
お
い
て
は
、
周
作
人
の
「
日
本
的
人
情
美
㌘

（
注
2
6
）
と
い
う
文
章
に
書
か
れ
た
見
方
－
「
日
本
の
国
民
性
の
美
点
は
私

か
ら
見
れ
ば
人
情
に
富
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
合
致
す
る
。

　
ま
た
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
周
作
人
の
前
に
、
観
玉
璽
の
「
久
米

仙
人
」
（
一
九
二
一
年
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
彼
も
「
久
米
仙
人
」
に
つ
い
て
の

評
価
を
述
べ
て
い
る
。
彼
の
感
想
か
ら
、
周
作
人
以
外
の
中
国
の
翻
訳
者
は
、

ど
の
よ
う
に
「
久
米
仙
人
」
を
認
識
し
、
ま
た
ど
ん
な
視
点
か
ら
こ
の
作
品

を
取
り
扱
っ
た
の
か
が
窺
え
る
。
こ
こ
に
、
黒
鼠
の
訳
者
付
記
の
関
連
部
分

を
引
用
す
る
。

　
　
　
鯉
玉
訳
「
久
米
仙
人
」
の
「
作
家
伝
略
」

　
　
　
現
在
所
詳
的
這
篇
東
西
，
錐
霊
芝
寓
言
，
人
道
的
氣
味
也
是
根
濃
厚

　
　
的
。
（
拙
訳
　
今
回
訳
出
し
た
こ
の
も
の
は
、
寓
言
と
は
い
え
、
人
道
の

　
　
翻
。
）

以
上
の
引
用
箇
所
か
ら
見
れ
ば
、
蟹
玉
も
「
久
米
仙
人
」
に
現
れ
る
「
人
道

の
匂
い
」
の
要
素
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
周
作
人
が
「
人
間
性
」
と

　
「
人
情
」
と
い
う
人
道
主
義
の
着
目
点
か
ら
、
こ
の
作
品
を
重
視
し
た
こ
と

を
、
間
接
的
に
証
左
し
て
い
る
。

三
　
方
針
と
し
て
の
く
重
訳
＞
1
「
久
米
仙
人
」
を
訳
し
直
す
動
機

「
久
米
仙
人
」
翻
訳
の
初
刊
に
あ
た
っ
て
、
周
作
人
は
訳
文
の
最
後
に
付
け

た
、
「
こ
の
小
説
は
、
日
本
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
当
時
、
か
つ
て
あ
る
人
に

訳
さ
れ
、
『
東
方
雑
誌
』
に
載
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
説
明
か
ら
見
れ
ば
、
周
作

人
は
「
久
米
仙
人
」
が
日
本
の
雑
誌
『
太
陽
』
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
と
、
既

に
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
周
作
人
に
言
及
さ
れ
た
既
存

の
前
訳
は
、
一
九
二
一
年
七
月
十
日
の
『
東
方
雑
誌
』
第
十
八
巻
筆
十
三
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
韓
玉
訳
の
「
久
米
仙
人
」
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
翻
訳
は
、
東
方
雑
誌
社
が
編
集
、
上
海
商
務
印
書
館
に
よ
り
「
東
方
雑
誌

二
十
周
年
記
念
刊
行
物
」
と
し
て
一
九
二
四
年
四
月
に
刊
行
し
た
『
近
代
日

本
小
説
集
』
（
東
方
文
庫
第
7
9
種
）
に
も
収
録
さ
れ
た
。
初
版
後
の
一
九
二

四
年
十
月
と
一
九
二
九
年
九
月
に
、
二
回
再
版
さ
れ
た
。

　
『
近
代
日
本
小
説
集
』
に
は
、
翻
玉
訳
の
「
久
米
仙
人
」
の
ほ
か
に
、
国

木
田
独
歩
著
夏
再
尊
訳
の
「
夫
婦
」
、
鈴
木
三
重
吉
著
周
作
人
訳
の
「
金
魚
」
、

石
川
啄
木
著
周
作
露
訳
の
「
両
条
的
血
痕
」
、
有
島
武
郎
著
周
作
人
訳
の
「
潮

霧
」
、
菊
池
寛
著
仲
持
（
胡
仲
持
一
斐
注
）
訳
の
「
投
票
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
本
の
編
集
様
式
と
日
本
作
家
の
構
成
か
ら
み
れ
ば
、
周
氏
兄
弟
が

共
訳
し
た
『
現
代
日
本
小
説
集
』
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
本
の
最
後
に
「
付
録
　
作
家
伝
令
］
が
付
け
ら
れ
て
い
る
、
し
か

も
、
国
木
田
独
歩
、
鈴
木
三
重
吉
、
有
島
武
郎
に
関
す
る
説
明
は
、
主
に
周

作
人
が
編
集
し
た
『
現
代
日
本
小
説
集
』
の
「
付
録
」
の
内
容
と
全
く
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
、
国
木
田
独
歩
の
訳
は
夏
百
尊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
付
録
の
作
家
伝
略
に
関
す
る
説
明
は
、
周
作
人
が
『
現
代
日
本
小
説
集
』

に
書
い
た
も
の
か
ら
転
載
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
近
代
日
本
小
説
集
』
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が
採
録
し
た
日
本
の
作
家
は
、
石
川
啄
木
以
外
、
全
て
が
『
現
代
日
本
小
説

集
』
と
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
石
川
啄
木
は
、
周
作
人
に
非
常
に
重
視

さ
れ
て
い
る
作
家
で
あ
る
。
例
え
ば
、
石
川
啄
木
「
面
起
血
痕
」
の
訳
文
と

作
家
に
関
す
る
説
明
は
、
『
近
代
劇
本
小
説
集
』
の
後
に
、
周
作
人
の
訳
作
集

『
罰
条
血
痕
及
其
他
』
（
上
海
開
明
書
店
、
一
九
二
七
年
）
に
再
び
収
め
ら
れ

た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
『
近
代
日
本
小
説
集
』
と
『
現
代
日
本
小
説
集
』
は

い
ず
れ
も
商
務
印
書
館
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
『
現
代
日
本
小
説
集
』

の
場
合
、
編
集
を
主
に
担
当
し
た
の
が
周
作
人
で
あ
る
。
『
近
代
日
本
小
説
集
』

の
整
合
、
六
篇
の
翻
訳
の
う
ち
、
魯
迅
に
よ
る
も
の
が
一
篇
も
な
い
こ
と
と

対
照
的
に
、
周
作
人
に
よ
る
も
の
は
三
篇
が
あ
り
、
全
書
の
半
分
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
『
近
代
日
本
小
説
集
』
は
、
周
作
人
が
魯
迅
と
決
別
し
た
半
年

後
に
出
し
た
翻
訳
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
作
人
の
手
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
周
作
人
は
、
「
久
米
仙
人
」
・
の
前
訳
の
初
出
ま
で
説
明
し
て
る
こ
と
か
ら
、

彼
が
『
近
代
日
本
小
説
集
』
を
編
集
す
る
際
に
、
そ
れ
を
目
に
し
た
こ
と
は

容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
前
訳
が
再
三
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
久
米
仙
人
」
を
選
び
訳
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
魯
迅
の
翻
訳
思
想
を
考
え
る
場
合
は
、
「
直
訳
」
の
理
念
以
外
、
「
重
訳
」

と
「
複
訳
」
と
い
っ
た
翻
訳
の
観
念
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
「
重
訳
」
に
関

し
て
、
彼
は
主
に
「
論
重
訳
」
（
『
警
報
・
自
由
談
』
、
一
九
三
四
年
六
月
二
十

七
日
）
、
「
再
論
重
訳
」
（
『
申
報
・
自
由
談
』
、
一
九
三
四
年
七
月
七
日
）
と
い

う
文
章
に
お
い
て
論
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
複
訳
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、

彼
は
「
非
有
複
訳
不
可
」
（
『
文
学
』
第
四
巻
第
四
号
、
一
九
三
五
年
四
月
）

に
ま
と
め
て
い
る
。
魯
迅
の
論
点
に
よ
れ
ば
、
「
重
訳
」
と
い
う
の
は
、
原
作

が
元
々
使
わ
れ
て
い
る
言
語
か
ら
直
接
翻
訳
す
る
の
で
は
な
く
、
一
度
ほ
か

の
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
を
通
し
て
翻
訳
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
薄
襟
」

と
い
う
の
は
、
同
じ
作
品
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
違
う
版
本
の
訳
が
存
在

す
る
上
で
、
ま
た
そ
の
作
品
を
訳
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
魯
迅
は
、

違
う
言
語
か
ら
の
「
重
訳
」
と
同
じ
翻
訳
対
象
に
対
す
る
多
版
本
の
「
複
訳
」

を
は
っ
き
り
区
別
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
周
作
人
の
「
久
米
仙
人
」
の
翻
訳

を
例
に
し
て
み
れ
ば
、
彼
と
輻
玉
二
人
が
、
同
じ
作
家
の
同
じ
作
品
「
久
米

仙
人
」
を
各
自
に
訳
出
し
た
現
象
は
、
魯
迅
の
い
う
「
複
訳
」
と
い
う
類
型

に
当
た
る
。
こ
こ
で
、
魯
迅
の
「
間
馬
」
に
関
す
る
主
張
を
引
用
す
る
。

　
　
　
複
課
史
録
止
是
撃
退
国
王
而
已
，
即
使
已
有
好
繹
本
，
複
課
也
還
是

　
　
必
要
的
。
曾
有
文
言
製
本
的
，
現
在
当
改
課
白
話
，
不
愚
説
了
。
即
使

　
　
先
劇
的
白
話
岩
本
已
濫
悪
観
，
但
竈
馬
後
来
的
拙
者
自
己
覚
得
可
以
繹

　
　
得
更
好
，
上
野
妨
再
来
課
一
遍
，
無
上
客
気
，
習
事
必
管
那
些
無
柳
的

　
　
膀
明
。
取
旧
課
的
長
庭
，
再
加
上
自
己
的
新
心
得
，
将
軍
会
成
功
一
種

　
　
近
於
完
全
的
定
本
。
（
注
2
7
）

　
　
　
　
（
訳
（
注
2
8
）
）
　
複
訳
は
胡
散
な
翻
訳
の
撃
退
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
　
い
く
ら
い
い
翻
訳
書
が
出
て
い
て
も
、
複
訳
は
や
は
り
必
要
で
あ
る
。

　
　
か
つ
て
の
文
語
訳
の
訳
書
は
、
い
ま
口
語
訳
に
改
め
る
べ
き
こ
と
は
、

　
　
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
行
の
口
語
訳
の
翻
訳
書
が
か
な
り
の
出
来
栄
え

　
　
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
後
続
の
訳
者
自
身
が
、
も
っ
と
う
ま
く
訳
せ
る
と

　
　
思
っ
た
な
ら
、
も
う
一
度
訳
し
て
差
し
支
え
な
い
。
遠
慮
す
る
必
要
は

　
　
な
い
し
、
な
お
さ
ら
、
か
の
つ
ま
ら
ぬ
小
言
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
よ
い
。

　
　
旧
訳
の
長
所
を
取
っ
て
、
さ
ら
に
自
分
が
新
た
に
会
得
し
た
こ
と
を
加

　
　
え
て
こ
そ
、
完
全
に
近
い
一
種
の
定
本
が
完
成
で
き
る
。

魯
迅
は
、
乱
訳
の
撃
退
の
た
め
、
翻
訳
の
改
善
の
た
め
、
そ
し
て
中
国
新
文

芸
の
発
展
の
た
め
、
「
複
訳
」
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
問
題
に
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対
す
る
周
作
人
の
態
度
は
、
魯
迅
と
の
分
岐
点
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
概
念

の
定
義
付
け
は
、
魯
迅
と
異
な
っ
て
い
る
。
周
作
人
の
言
説
を
挙
げ
る
。

　
　
　
普
通
所
謂
重
訳
，
是
説
甲
夢
話
先
訳
為
乙
国
的
，
再
掛
官
国
訳
回
国

　
　
話
，
這
是
伝
統
的
説
法
。
現
在
用
的
是
男
一
意
義
，
乃
是
説
同
一
中
外

　
　
国
書
的
第
二
次
以
上
的
翻
訳
。
（
拙
訳
　
普
通
に
い
わ
ゆ
る
重
訳
と
は
、

　
　
甲
の
国
の
言
葉
を
先
に
乙
の
国
の
言
葉
に
訳
し
て
、
ま
た
乙
の
国
の
言

　
　
葉
か
ら
我
が
国
の
言
葉
に
訳
す
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
伝
統
的
な
言
い

　
　
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
別
の
意
義
、
即
ち
同
じ
外
国
書
の
二
回
目
以
上
の

　
　
翻
訳
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
（
注
2
9
）

ま
た
周
作
人
は
、
魯
迅
が
定
義
し
た
「
重
訳
」
と
い
う
よ
う
な
現
象
を
、
「
間

接
訳
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
提
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
周
作
人
は
「
翻

訳
四
題
」
と
い
う
文
章
の
第
一
節
「
直
接
訳
与
間
接
訳
」
に
お
い
て
、
「
直
接

原
作
者
の
原
文
か
ら
翻
訳
す
る
こ
と
」
を
「
直
接
訳
」
と
言
い
、
「
他
国
版
の

訳
文
を
参
照
し
て
翻
訳
す
る
こ
と
」
を
「
間
接
訳
」
と
称
し
て
い
る
。
周
氏

兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
提
示
し
た
概
念
の
内
包
と
現
在
流
通
し
て
い
る
概
念
を
比

較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
二
　
関
連
概
念
の
比
較

現
象
　
　
　
　
　
　
　
　
概
念

魯
迅

周
作
人

現
在
通
用

一
度
ほ
か
の
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
を
通
し
て
翻
訳
す
る
こ
と

重
　
訳

間
接
訳

転
訳
、
（
中
）
．
重
訳
（
日
）

同
じ
作
品
に
対
し
て
、
複
数
の
版
本
の
訳
が
存
在
す
る
こ
と

複
　
訳

重
　
訳
　
　
’

」
改
訳
或
新
訳
、

　
魯
迅
が
「
非
有
複
訳
不
可
」
を
発
表
し
た
の
は
、
一
九
三
五
年
で
あ
る
。

し
か
し
、
周
作
人
の
「
重
訳
」
の
提
唱
は
、
早
く
も
一
九
二
〇
年
の
時
の
文

章
「
翻
訳
与
批
評
」
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
〇
年
代
だ
け
で
な
く
、
翻
訳

の
生
涯
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
い
る
。
む
し
ろ
五
〇
年
代
に
至
っ
て
、
彼
が

自
分
の
翻
訳
思
想
を
整
理
す
る
時
に
、
一
連
の
文
章
を
発
表
し
、
こ
の
問
題

を
集
中
的
に
論
じ
た
。
例
え
ば
、
「
重
訳
書
」
（
一
九
五
〇
年
）
、
「
翻
訳
四
題
」

（一

繻
ﾜ
一
年
）
、
「
重
訳
書
芸
重
出
書
」
（
一
九
五
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

こ
に
、
「
久
米
仙
人
」
を
翻
訳
す
る
前
の
段
階
で
の
、
周
作
人
の
「
重
訳
」
に

関
す
る
考
え
を
引
用
し
て
検
討
す
る
。

　
　
　
其
実
文
句
的
誤
解
与
忽
略
，
是
翻
課
上
軍
功
的
事
，
（
中
略
）
所
以
我

　
　
想
批
評
只
要
以
文
句
上
的
糾
正
乱
言
，
錐
然
磨
該
厳
密
，
但
也
不
可
過

　
　
於
吹
求
，
至
於
謬
者
（
即
当
棒
評
者
）
的
名
字
，
尽
可
不
予
，
因
為
這

　
　
原
來
不
是
人
的
問
題
，
没
門
標
明
的
必
要
。
（
中
略
）
如
　
山
、
甲
骨
種
課

　
　
文
甚
不
満
意
，
自
己
去
重
言
一
過
，
這
　
ム
法
臨
画
是
根
’
成
。
不
念
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
0
）

　
　
　
　
（
拙
訳
　
実
は
、
語
句
の
誤
解
と
疎
略
は
、
翻
訳
に
お
い
て
よ
く
あ

　
　
る
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
従
っ
て
、
批
評
す
る
際
に
は
た
だ
語
句
の
訂

　
　
正
を
限
度
と
す
る
。
厳
密
に
す
べ
き
と
は
言
え
、
あ
ま
り
あ
ら
探
し
を

　
　
し
て
も
い
け
な
い
。
訳
者
（
即
ち
批
判
す
る
対
象
）
の
名
前
に
つ
い
て

　
　
．
は
、
言
わ
な
い
方
が
良
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
は
本
来
人
の
問
題
で

　
　
は
な
い
た
め
、
明
示
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
。
（
中
略
）
葦
戸

　
　
に
対
し
て
非
常
に
不
満
で
あ
　
ま
、
自
ら
も
う
一
度
訳
し
直
　
　
こ
の

　
　
よ
う
な
　
法
に
は
私
も
と
て
も
　
成
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
修
正
の

　
　
意
識
を
も
っ
て
重
訳
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
　
判
に
代
る
イ
用
を
及

　
　
ほ
せ
る
の
だ
。
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周
作
人
は
批
判
す
る
対
象
の
名
前
を
わ
ざ
わ
ざ
示
す
と
い
う
行
為
は
、
あ

ま
り
よ
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
故
に
、
『
農
報
副
刊
』
で
発
表
し
た
「
訳
者

付
記
」
に
は
、
周
作
人
は
前
訳
の
出
典
を
書
い
た
が
、
訳
者
の
名
前
を
配
慮

し
て
書
か
な
か
っ
た
。
翻
訳
批
評
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
彼
は
訳
者
を
批

判
す
る
よ
り
訳
文
の
指
摘
の
方
が
よ
り
重
要
だ
と
主
張
し
、
ま
た
、
批
判
す

る
よ
り
、
自
ら
訳
し
直
し
た
ほ
う
が
有
意
義
だ
と
提
唱
し
て
い
る
。
紙
幅
の

関
係
で
、
周
作
人
が
訳
し
直
す
上
で
の
具
体
的
な
方
法
を
詳
し
く
は
考
察
で

き
い
が
、
こ
こ
に
、
幾
つ
か
の
パ
ー
タ
ン
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
（
原
作
、
鰹
玉

訳
、
周
作
人
訳
の
順
で
比
較
す
る
。
）

　
（
一
）
順
番
を
変
え
た
翻
訳
を
原
文
通
り
に
訳
す

【
原
】
彼
は
仙
人
に
な
ら
な
い
で
は
や
ま
な
い
要
求
を
も
ち
、
そ
の
要
求
を

満
す
だ
け
の
勇
猛
心
を
も
つ
て
い
る
。

【
輻
】
他
根
有
点
勇
猛
的
気
象
，
不
達
希
望
是
不
払
的
。

【
周
】
笠
当
懐
着
不
成
仙
不
止
的
要
求
」
鐙
瓦
足
以
完
成
這
要
求
的
勇
猛
心
。

【
分
析
】
鰹
玉
の
訳
の
順
番
は
、
原
作
と
全
く
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

【
原
】
百
年
号
劉
も
、
－
油
断
を
す
れ
ば
そ
れ
で
無
駄
に
な
る
。

【
韓
】
百
年
霊
室
割
興
團
差
錯
，
就
化
為
烏
有
，
也
是
常
有
的
事
。

【
周
】
百
年
的
修
業
，
只
要
有
一
点
児
的
疏
忽
，
便
前
功
尽
奔
了
。

【
分
析
】
「
修
業
」
と
は
、
仙
術
を
求
め
る
た
め
に
修
め
み
が
く
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
語
の
「
修
養
」
は
、
体
力
を
養
う
こ
と
を
指
す
。
従
っ
て
、

訳
語
と
し
て
は
「
修
養
」
よ
り
「
修
煉
」
が
適
切
で
あ
る
。
二
寸
」
は
短
い

時
間
と
い
う
意
味
で
、
コ
時
」
で
は
な
く
、
二
点
児
的
」
が
正
し
い
。

　
（
四
）
、
漏
ら
さ
れ
た
部
分
を
補
充

【
原
】
彼
も
ま
だ
人
間
味
を
失
な
ひ
切
ら
な
か
っ
た
の
だ
ら
う
。

【
観
】
他
州
没
有
把
手
世
上
的
事
完
全
去
開
。

【
周
】
他
大
約
也
還
是
没
有
完
全
的
失
却
了
人
性
罷
。

【
分
析
】
原
文
の
「
だ
ら
う
」
は
、
推
量
の
意
味
を
表
し
て
い
る
、
し
か
し

韓
玉
訳
は
そ
れ
を
無
視
し
て
い
る
。
一
方
、
周
作
人
は
そ
れ
を
「
大
約
～
罷
」

と
い
う
推
量
の
文
型
を
用
い
て
厳
密
に
訳
し
て
い
る
。
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（
二
）
勝
手
に
加
筆
し
た
部
分
を
削
除

【
原
】
人
間
に
な
っ
て
愉
快
に
く
ら
せ
ば
よ
か
り
さ
う
な
も
の
で
あ
る
。

【
観
】
倣
介
凡
人
，
愉
快
的
過
日
子
，
山
己
不
是
也
根
好
麿
。
究
寛
為
着
什
歴

要
辛
辛
苦
苦
下
品
介
仙
人
？

【
周
】
在
世
上
快
快
楽
楽
的
過
日
子
，
思
置
歴
不
好
呪
？

【
分
析
】
「
究
寛
為
着
晒
蝋
要
辛
辛
苦
苦
去
倣
介
仙
人
？
」
は
、
原
作
に
な
い

部
分
で
あ
る
た
め
、
削
除
さ
れ
た
。

（
三
）
単
語
の
誤
訳
を
訂
正

　
（
五
）
、
意
訳
し
過
ぎ
た
部
分
を
直
す

【
原
】
彼
が
人
生
の
空
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
細
く
思
っ
た
こ
と
は
疑
へ

な
い
。【
鯉
】
但
他
的
確
看
破
了
人
生
万
事
皆
空
是
一
定
元
疑
的
了
。

【
周
】
他
対
干
人
生
的
空
虚
響
，
那
是
法
難
的
了
。

【
分
析
】
韓
玉
は
「
心
細
く
思
っ
た
」
を
「
看
破
」
に
訳
し
て
い
る
。
そ
の

中
国
語
の
言
葉
は
、
「
世
の
栄
枯
盛
衰
を
空
し
き
も
の
と
悟
る
」
と
い
う
意
味

を
表
す
。
こ
こ
で
は
、
訳
し
過
ぎ
て
、
適
切
で
は
な
い
。
周
作
人
が
訳
し
た

「
覚
得
寒
心
」
は
、
文
章
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。



お
わ
り
に

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
久
米
仙
人
」
の
内
容
と
形
式
上
の
特
徴
は
、
周

作
人
の
「
趣
味
」
と
い
う
美
学
理
念
を
中
核
と
す
る
選
択
基
準
に
合
致
す
る
。

ま
た
、
「
久
米
仙
人
」
の
中
に
は
、
武
者
小
路
実
篤
の
人
道
主
義
の
思
想
が
伏

流
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
当
時
周
作
人
が
提
唱
し
て
い
た
「
人

的
文
学
」
の
思
想
と
趣
味
に
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
久
米
仙
人
」

の
内
容
と
形
式
に
現
れ
る
「
趣
味
性
」
と
、
「
久
米
仙
人
」
に
反
映
さ
れ
て
い

る
武
者
小
路
実
篤
の
「
人
道
」
の
思
想
は
、
周
作
人
の
こ
の
作
品
に
対
す
る

着
目
点
と
言
え
る
。
ま
た
、
周
作
人
は
鰹
玉
が
意
訳
し
た
「
久
米
仙
人
」
を

意
識
し
な
が
ら
、
批
判
の
代
り
と
し
て
、
「
重
訳
」
と
い
う
手
段
で
、
武
者
小

路
実
篤
の
作
品
の
精
神
に
よ
り
近
い
翻
訳
を
出
す
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
こ
そ

が
、
周
作
人
が
『
現
代
小
説
日
本
集
』
を
編
集
す
る
際
に
、
武
者
小
路
実
篤

の
数
え
切
れ
な
い
作
品
群
の
中
か
ら
、
有
名
で
は
な
い
「
久
米
仙
人
」
を
選

び
訳
し
た
直
接
の
動
機
で
あ
っ
た
。

注

（
注
－
）
周
作
人
が
翻
訳
を
始
め
た
時
期
は
創
作
活
動
よ
り
遥
か
に
早
い
。

　
　
　
　
最
初
の
も
の
は
、
英
訳
の
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』
を
も
と
に
「
ア

　
　
　
　
リ
バ
バ
と
四
十
人
の
盗
賊
」
（
一
九
〇
四
年
）
を
訳
し
、
『
侠
女
奴
』

　
　
　
　
と
改
題
し
た
翻
訳
で
あ
る
。

（
注
2
）
『
如
旧
記
・
石
川
啄
木
侍
歌
集
』
、
『
現
代
日
本
小
説
集
・
両
条
血
痕
』

　
　
　
（
二
〇
〇
五
）
、
『
欧
里
庇
得
斯
悲
劇
集
（
上
、
中
、
下
）
』
、
『
路
吉
阿

　
　
　
諾
斯
対
話
集
（
上
、
下
）
』
（
二
〇
〇
三
）
、
『
全
訳
伊
索
寓
言
集
』
（
二

　
　
○
〇
二
縁
『
浮
世
理
髪
館
旨
『
浮
世
燥
堂
』
『
狂
言
選
』
（
二
〇
〇
一
）
、

　
　
　
『
財
神
・
希
臓
拡
曲
』
、
『
枕
草
子
』
（
一
九
九
九
年
）
。

（
注
3
）
数
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
代
表
的

　
　
な
専
門
研
究
著
作
と
し
て
、
珪
華
福
の
『
翻
訳
家
周
作
人
論
』
（
上
海

　
　
外
語
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
、
干
躍
明
の
『
周
作
人
と
日
本
近

　
　
代
文
学
』
（
翰
林
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
福
建
教
育
出
版
社
、
二

　
　
〇
〇
九
年
）
、
干
小
植
、
『
周
作
人
的
文
学
翻
訳
研
究
』
（
吉
林
大
学
博

　
　
士
論
文
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
注
4
）
例
え
ば
、
杉
森
正
弥
「
武
者
小
路
実
篤
と
魯
迅
・
周
作
人
の
交
流
」

　
　
（
『
語
学
文
学
』
七
号
、
一
九
九
六
）
、
干
遅
明
「
武
者
小
路
実
篤
と

　
　
の
邊
遁
」
（
『
周
作
人
と
日
本
近
代
文
学
』
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
一
）
。

（
注
5
）
秦
弓
『
二
十
世
紀
中
国
翻
訳
文
学
史
』
（
百
花
文
芸
出
版
社
二
〇
〇

　
　
九
）
、
下
向
遠
『
日
本
文
学
漢
訳
史
』
（
一
夏
人
民
出
版
社
二
〇
〇
七
）
。

（
注
6
）
彼
は
『
東
方
雑
誌
』
に
「
一
夜
俄
国
迦
ホ
洵
著
」
（
一
九
二
二
年
十

　
　
九
巻
二
〇
号
）
と
い
う
翻
訳
も
発
表
し
て
い
る
。

（
注
7
）
こ
の
説
明
文
の
中
に
周
作
人
は
『
燃
ゆ
る
林
』
の
出
版
年
を
間
違
っ

　
　
て
一
九
二
一
年
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
の
『
現
代
日

　
　
本
小
説
集
』
の
付
録
で
は
こ
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
。

（
注
8
）
周
作
人
「
『
人
的
生
活
』
訳
本
序
」
（
一
九
二
一
年
）
参
照
。

（
注
9
）
「
『
一
日
裏
的
一
休
和
尚
』
旧
記
」
、
「
『
久
米
仙
人
』
訳
者
付
記
」
、
「
『
第

　
　
二
的
母
親
』
旧
記
」
、
「
『
某
夫
婦
』
訳
記
」
、
「
『
嬰
几
屠
殺
中
的
一
件

　
　
小
事
』
訳
記
」
、
『
周
作
人
日
記
』
参
照
。

（
注
－
o
）
干
耀
明
『
周
作
人
と
一
本
近
代
文
学
』
参
照
。

（
注
1
1
）
『
徒
然
草
』
日
本
古
典
文
学
大
系
三
〇
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
。
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（
注
1
2
）
日
記
原
文
二
月
二
十
二
日
、
晴
、
上
意
往
北
大
、
午
在
市
場
飯
、

　
　
　
買
古
本
徒
然
草
一
冊
平
角
」
。

（
注
1
3
）
鳥
谷
ま
ゆ
み
氏
は
「
周
作
人
に
お
け
る
『
趣
味
』
の
内
実
」
（
『
比

　
　
　
較
社
会
文
化
研
究
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
、

　
　
　
周
作
人
の
「
趣
味
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
生
活
の
実
践
の
側

　
　
　
面
、
文
章
の
表
現
の
側
面
、
「
小
品
文
」
の
選
択
の
側
面
か
ら
論
じ

　
　
　
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
翻
訳
対
象
の
選
択
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
。

（
注
1
4
）
「
笠
翁
与
随
園
」
、
『
大
公
報
』
（
一
九
三
五
年
九
月
六
日
）
に
初
出
、

　
　
　
本
文
は
『
周
作
人
散
文
全
集
』
（
第
六
巻
）
参
照
。

（
注
1
5
）
松
枝
茂
夫
訳
の
「
笠
翁
上
側
園
」
か
ら
引
用
。
松
枝
茂
夫
訳
『
周

　
　
　
作
人
文
芸
随
筆
抄
』
（
富
山
房
、
一
九
四
〇
年
）
。

（
注
1
6
）
「
附
録
　
芥
川
龍
之
介
」
（
『
現
代
日
本
小
説
集
』
）
よ
り
引
用
。
原

　
　
　
文
は
「
古
代
的
故
事
経
他
改
作
之
後
，
都
直
進
新
的
生
命
去
，
便

　
　
　
与
現
代
人
生
出
干
系
来
了
」
。

（
注
1
7
）
小
川
利
康
「
中
国
語
訳
・
有
島
武
郎
『
四
つ
の
事
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
一
『
現
代
日
本
小
説
集
』
所
載
訳
文
を
中
心
に
」
（
『
大
東
文
化
大

　
　
　
学
紀
要
』
三
〇
号
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
注
1
8
）
翻
訳
は
、
『
魯
迅
全
集
　
第
十
二
巻
（
古
籍
海
賊
集
・
訳
文
序
践
集
）
』

　
　
　
（
一
九
八
五
年
、
学
習
研
究
社
）
の
小
谷
一
郎
氏
の
翻
訳
に
よ
っ
た
。

（
注
1
9
）
秋
吉
牧
「
魯
迅
『
野
草
』
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
」
（
『
日
本
中
国

　
　
　
学
会
報
』
、
五
十
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
注
2
0
）
「
談
翻
訳
」
、
『
大
報
』
（
一
九
五
〇
年
三
月
二
十
五
日
）
に
初
出
。

　
　
　
本
文
は
『
周
作
人
散
文
全
集
』
（
第
十
巻
）
参
照
。

（
注
2
1
）
「
日
本
近
代
三
十
年
小
説
之
発
達
」
（
『
新
青
年
』
第
五
巻
第
一
号
、

　
　
一
九
一
八
）
、
「
讃
武
者
小
路
君
所
作
一
個
青
年
的
夢
」
（
『
新
青
年
』

　
　
第
四
巻
第
五
号
一
九
一
八
）
、
「
日
本
的
新
村
」
（
『
新
青
年
』
第
六
巻

　
　
第
三
号
一
九
一
九
〉
、
「
日
本
新
村
訪
問
記
」
（
『
新
潮
』
第
二
巻
第
一

　
　
号
一
九
一
九
）
、
「
新
村
的
精
神
」
（
『
新
青
年
』
第
七
巻
第
二
号
一
九

　
　
二
〇
）
、
「
『
與
支
那
未
知
友
人
書
』
の
付
記
」
（
『
新
青
年
』
第
七
巻
第

　
　
三
号
一
九
二
〇
）
、
「
新
村
的
理
想
和
実
際
」
（
『
農
報
』
副
刊
一
九
二

　
　
〇
年
六
月
二
十
三
、
四
日
）
、
「
武
者
先
生
和
我
」
（
『
天
地
』
第
三
期

　
　
　
一
九
四
三
年
目
。

（
注
2
2
）
松
枝
茂
夫
訳
「
人
的
文
学
」
よ
り
引
用
。
現
代
支
那
文
学
全
集
『
文

　
　
　
・
芸
論
集
』
（
東
成
社
、
一
九
四
〇
年
）
参
照
。

（
注
2
3
）
『
厨
作
人
日
記
』
（
影
印
本
）
（
大
象
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
注
2
4
）
新
注
2
0

（
注
2
5
）
『
今
昔
物
語
集
』
（
三
）
、
日
本
古
典
文
学
大
系
（
二
十
四
）
（
岩
波

　
　
　
書
店
、
一
九
六
一
年
）
参
照
。

（
注
2
6
）
「
日
本
的
人
情
美
」
、
『
語
綜
』
十
一
号
（
一
九
二
五
年
一
月
）
に
初

　
　
　
出
。
本
文
は
『
周
作
人
散
文
全
集
』
（
第
四
巻
）
参
照
。

（
注
2
7
）
「
非
有
複
訳
不
可
」
、
上
海
『
文
学
』
月
刊
第
四
巻
第
四
号
（
一
九

　
　
　
三
五
年
四
月
）
に
初
出
、
『
且
介
亭
雑
文
二
野
』
に
収
録
。

（
注
2
8
）
今
村
与
志
雄
責
任
編
集
・
翻
訳
『
且
介
亭
雑
文
・
且
嗣
子
雑
文
二

　
　
　
集
・
且
介
亭
雑
文
正
編
』
（
『
魯
迅
全
集
』
第
四
巻
、
学
習
研
究
社
、

　
　
　
　
一
九
八
四
年
）
の
訳
文
よ
り
引
用
。

（
注
2
9
）
「
重
訳
書
」
、
『
亦
報
』
（
一
九
五
〇
年
四
月
二
日
）
に
初
出
。
本
文

　
　
　
は
『
周
作
人
散
文
全
集
』
（
第
十
巻
）
参
照
。

（
注
3
0
）
「
翻
訳
与
批
評
」
、
『
農
民
』
（
一
九
二
〇
年
十
一
月
二
十
三
日
）
に

　
　
　
初
出
。
本
文
は
、
『
周
作
人
散
文
全
集
』
（
第
二
巻
）
参
照
。
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